
公共施設マネジメントの取組について 平成30年7月

現存する全ての施設を、将来にわたり維持していく事は困難。公共施設について、全市的・
総合的に見直し、最適に維持管理していく「公共施設マネジメント」が必要不可欠です

これらの現状と課題をふまえると・・・・
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市民の皆さまに、公共施設マネジメントに対するご理解をいただくために、
出前講座や出前授業、地区別ワークショップなどに取り組んでいます

複
合
化
・多
機
能
化

◇持続可能な行・財政運
営のためには、施設総量
縮減は避けられません。

今ある施設の機能をで
きるだけ残しつつ、面積を
縮減するためには、施設
の複合化・多機能化が有
効です。

◇将来的には国・県・周
辺市町村との共同整備や
相互利用も検討していく
テーマです。

学校複合化の例 全国では、学校に限らず、数多くの複合施設が生まれています

１
【お問い合わせ先】 総務部公有財産活用局公共施設マネジメント推進課
〒380-8512 長野市大字鶴賀緑町1613番地
Tel：026-224-7592 Fax：026-224-7964 E-mail：koukyou@city.nagano.lg.jp

◇ 平成29年3月「長野市公共施設等総合管理計画」を策定しました
長寿命化基本方針 （事後保全から計画的予防保全への転換）、公共施設再配置計画（第一次の方針）を示し、
「市民合意形成」「民間活力の導入」等に取り組みながら、公共施設マネジメントの推進を図る

人口減少時代を迎える中、公共施設の老朽化は全国的な課題。国は、平成25年に「インフラ長寿命化基本計画」を策定

◇ 平成32年度（2020年度）までに「個別施設計画」の策定を進めます
公共施設等総合管理計画に基づき、施設分野別（小学校・市営住宅等）の、具体の対応方針を定める計画とし
て、点検・診断によって得られた個別施設の状態や、維持管理・更新等に係る対策の優先順位の考え方、対策
の内容や実施時期を定める

まんがでわかる！
公共施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに
登場する 「ミーコ」

ＢＴ方式 （Ｂｕｉｌｄ-Ｔｒａｎｓｆｅｒ） 民間が設計・建設し、施設完成後公共に所有権を移転、公共が維持管理・運営

ＲＯ方式 （Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｅ-Ｏｐｅｒａｔｅ） 既存施設の所有権を公共が有したまま、民間が改修して維持管理・運営

ＤＢＯ方式 （Ｄｅｓｉｇｎ-Ｂｕｉｌｄ-Ｏｐｅｒａｔｅ） 民間に、設計・建設・維持管理・運営等を一括発注・性能発注

Ｏ方式 （Ｏｐｅｒａｔｅ） 民間に、公共施設の維持管理・運営を長期契約で一括発注又は性能発注

公共施設マネジメント推進の取組に、ご理解・ご協力をお願いします

時代に適応しなくなったところを見直し、多世代交流・地域コミュニティの深化などの
新しい価値を作り出す、新たなまちづくりの視点に立ったマネジメントが求められています。

↓ 課題を解決するための、二つの手法を紹介します ↓




